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はじめに 
 

 

 産業育成ビジネスマッチング事業は、日本と中央アジア等地域との間の貿易・投資関係の

発展と、対象国の産業多角化ならびに市場経済化促進に資することを目的とする「中央アジ

ア地域等貿易投資促進事業」の一環である。原燃料・一次産品生産に特化した単純な産業構

造を擁する中央アジア諸国にとって、産業多角化が長期的経済発展を図る上で不可欠の要件

であるとの認識に立ち、これを日本企業とのビジネスマッチングを通じて支援することを目

的とする。日本における事業パートナーの発掘を望む現地の業界団体・企業グループの訪日、

あるいは同様に現地における事業パートナーとの出会いを望む日本の企業団体等の現地渡航

を、情報提供や然るべき企業の紹介等によってサポートし、双方の交流活発化による貿易・

投資促進を図る。 

 

 例年、産業育成ビジネスマッチング事業の対象となる案件は、基本的に中央アジア等諸国

の企業グループを対象とする公募を通じて選定する。しかし、2020年初めから始まった新型

コロナウイルスの世界的流行は年後半に至るも終息を見せず、感染防止を目的とした日本を

含む各国政府の制限措置により、日本人の現地への渡航、外国人の日本への招聘共に極めて

困難な状況が続いている。かかる現状により通常の直接的交流を前提とした事業実施の目途

が立たないことから、令和２年度は事業の実施方針を抜本的に変更し、オンラインによるバ

ーチャル・イベント「中央アジア・バーチャルEXPO（以下、CAVEX）」を通じたビジネスマ

ッチングを行うものとした。 

 

 2021年２月１日（月）～26日（金）に開催した「中央アジア・バーチャルEXPO（以下、

CAVEX）」は、新型コロナウイルスに対応する新しい形での中央アジア５カ国の企業と日本

企業との交流を目的として実施した。２月１日（月）にオンラインプラットフォーム（特設

ウェブサイト）を開設、２週間のプレオープン期間中にサイトを通じて参加国の基礎情報や

企業・組織を紹介し、B2B（商談会）の受付をスタートした。15日（月）からはバーチャルミ

ニ展示会を開催、19日（金）までの本開催期間中は１日１カ国ずつのナショナルデイを設定

し、展示会場の特設サイトで対象国のPR動画を映写、オンラインで対象国の投資ウェビナー

を開催した。本開催期間後はフォローアップ期間とし、会期終了の26日（金）まで特設ウェ



ブサイト、バーチャルミニ展示会の運営やB2B（商談会）を継続した。 

 本報告書は、令和２年度中央アジア地域等貿易投資促進事業における中央アジア投資環境

整備・ビジネス振興事業の一環として、経済産業省の助成を得て刊行されたものである。本

開催期間中、２月15日（月）のウズベキスタン・ナショナルデイに行われた日本・ウズベキ

スタンビジネスウェビナー「ウズベキスタンの投資・輸出の可能性」の記録を中心に、特設

ウェブサイトのウズベキスタンページやバーチャルミニ展示会のウズベキスタンブースの概

要を記した。 

 

 本事業の開催にあたっては中央アジア５カ国各国の投資誘致機関、商工会議所、また在日

大使館等が現地側カウンターパートとなり、参加企業・団体・組織の選定や企業情報の収集

にご協力いただいた。ウズベキスタンにおいては、ウズベキスタン共和国商工会議所および

在日ウズベキスタン大使館に多大なご支援・ご尽力をいただき、この場を借りて改めて謝意

を表する。 

 

2021年３月 

（一社）ロシアＮＩＳ貿易会 

ロシアＮＩＳ経済研究所 
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Ⅰ．ウェビナー記録 
 

１．プログラム 
日本・ウズベキスタンビジネスウェビナー  
「ウズベキスタンの投資・輸出の可能性」  

 
 日 時： 2021年２月15日（月）14:00～17:30（ウズベキスタン時間 10:00-13:30） 
 主 催： （一社）ロシアNIS貿易会、ウズベキスタン共和国商工会議所 
 協 力： 経済産業省、日本ウズベキスタン経済委員会、在日ウズベキスタン共和国

大使館 
 言 語： 日露同時通訳 
 会議システム：Zoom。  

 
日本時間  

（ウズベキスタン時間） プログラム  

14:00-15:30 
（10:00-11:30）  セッション１ :ウズベキスタンの投資ポテンシャル  

14:00-14:05 
（10:00-10:05）  

◆開会・議事説明  
輪島  実樹  （一社）ロシア NIS 貿易会  ロシア NIS 経済研究所  部長  

14:05-14:10 
（10:05-10:10）  

◆日本側来賓挨拶  
佐々木  幹夫  日本ウズベキスタン経済委員会  会長／三菱商事㈱  元会長  

14:10-14:15 
（10:10-10:15）  

◆ウズベキスタン側代表挨拶  
アドハム・イクラモフ  ウズベキスタン共和国商工会議所  会頭  

14:15-14:25 
（10:15-10:25）  

◆ウズベキスタン共和国外国投資誘致庁による報告「ウズベキスタンの投資ポテンシャル」 
オイベク・エルムラトフ  副長官  

14:25-14:35 
（10:25-10:35）  

◆株式会社「Uzeltechsanoat」（ウズベキスタン電機企業協会）による報告「ウズベキスタン

の電機分野における投資可能性」  
マンスル・ハシモフ 副理事 

14:35-14:45 
（10:35-10:45）  

◆ウズベキスタン共和国国家資産管理庁による報告「ウズベキスタン国営企業の民営化およ

び政府保有株買収における外資参入の可能性」  
ルスラン・ベクチャノフ  局長  

14:45-14:55 
（10:45-10:55）  

◆ウズベキスタン共和国地質・鉱物資源国家委員会による報告「鉱物資源の採掘・精製分野

におけるウズベキスタンへの投資可能性」  

アーザム・カディルホジャエフ  副議長  

14:55-15:05 
（10:55-11:05） 

◆CAVEX 参加企業による報告 

「Uztuqimachiliksanoat」（ウズベキスタン繊維産業協会）  

イスモイルベク・オゾドベコフ  副部長  

15:05-15:30 
（11:05-11:30） 

◆質疑応答  

15:30-16:00 
（11:30-12:00）  ◆休憩 /リザーブ 

16:00-17:30 
（12:00-13:30）  セッション２ :ウズベキスタンの輸出ポテンシャル 

16:00-16:05 
（12:00-12:05）  

◆開会挨拶  
ファリズショフ・ウスマノフ  ウズベキスタン共和国商工会議所  副会頭  
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16:05-16:33 
（12:05-12:33）  

◆ウズベキスタン共和国農業省による報告「ウズベキスタン産の生鮮食品および農産加工品

の輸出ポテンシャル」  
ショフルフ・トリボフ  局長  

16:33-16:43 
（12:33-12:43）  

◆ウズベキスタン繊維・縫製産業協会による報告「ウズベキスタンの繊維産業における輸出

ポテンシャル：原料から完成品に至るバリューチェーン」  
ムハンマジョン・マフムドフ  部長  

16:43-16:56 
（12:43-12:56）  

◆ウズベキスタン手工業協会「Hunarmand」による報告「ユニークな手工芸品の輸出拡大に

向けた展望」  
アジズ・ムルタザエフ  副会長  

16:56-17:09 
（12:56-13:09）  

◆観光発展国家委員会による報告「近年における観光分野でのウズベキスタン・日本間協力

の主要トレンド」 

シュフラト・イサクロフ  戦略発展・人材育成部長  

17:09-17:14 
（13:09-13:14）  

◆CAVEX 参加企業による報告①「ウズベキスタン産ニット生地とニットウェア」  

 有限責任会社「Daka Inteks」（分野：縫製）  

ルスタム・カルシバエフ  社長  

17:14-17:19 
（13:14-13:19）  

◆CAVEX 参加企業による報告②「『Livadiya Bukhara について』」  

有限責任会社「Livadiya Bukhara」（分野：農産品加工）  

イリホム・サイフィエフ 社長  

17:19-17:25 
（13:19-13:25）  

◆CAVEX 参加企業による報告③『VAKKONI Collection』  

有限責任会社「Lyuks plus servis」（分野：縫製）  

バフロム・アフメドフ  対外関係部長  

17:25-17:30 
（13:25-13:30）  

◆CAVEX 参加企業による報告④『UZ-Segang の物流・輸出センターについて』  

合弁有限責任会社「UZ-Segang」（分野：農産品加工）  

ミラボス・マフムドフ  主幹マネージャー  

17:30-17:35 
（13:30-13:35）  

◆CAVEX 参加企業による報告⑤「『 IDEAL-garments』について」  

有限責任会社「 Ideal Tekstil Orzu」（分野：縫製）  

エルムロド・アザモフ  ビジネス発展戦略パートナー  

17:35（13:35）  ◆閉会  
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２．報告・質疑応答 
 

◆セッション１：ウズベキスタンの投資ポテンシャル 
 

（１）ウズベキスタン共和国外国投資誘致庁 
報告者：オイベク・エルムラトフ 副長官 

報告タイトル：「ウズベキスタンの投資ポテンシャル」 
 

 はじめにウズベキスタンの基礎データをご覧に入れたい。ご存知のように我が国は中央アジ

ア最大の市場である。中央アジア全人口の半分強に相当する3,400万人以上が我が国に居住し

ている。またウズベキスタンは優秀な人材を数多く擁することでも知られる。効率的な総合教

育システムが整備されており、識字率も高い。国内には日本、イタリア、ロシア、米国、英国、

インド、韓国、シンガポールなどの高等教育機関の分校が所在する。  

 ウズベキスタンはほぼすべてのCIS諸国との間に自由貿易協定（FTA）を結んでいる。すなわ

ち約３億人の人口を有する巨大な市場へ、我が国で生産された製品を無関税で輸出することが

できる。 

 ウズベキスタンの名目GDPは580億ドルとなっている。現在我が国はエネルギー資源、綿花、

金、無機肥料、鉄・非鉄金属、繊維、食料品など150億ドル以上の物品を輸出している一方、機

械設備や食料品など210億ドル相当の物品を輸入している。 

 目下、ウズベキスタン領を経由した自由かつ利便性の高いトランジットを可能にすべく、我々

は国内ロジスティクスの輸送能力を増強するとともに、既存の障壁撤廃に取り組んでいる。こ

れは中央アジアにおける国際輸送回廊の発展にとって極めて重大な意義を有する。ウズベキス

タンは国際ネットワークと一体化した近代的な道路輸送インフラを構築する戦略を継続してい

る。これが実現すれば、東アジアと南欧は中国、キルギスおよびウズベキスタンを経由して接

続されることになる。総延長距離4,700kmに及ぶ鉄道の電化プロジェクト、11の国際空港と18

万4,000kmにわたる幹線道路の整備が、物流インフラの拡充に資することだろう。 

 ウズベキスタンは資本化と統合の場となることを再び目指している。ここ４年の間で対ウズ

ベキスタン外国直接投資額は３倍増となった。プロジェクトの件数および外国直接投資額の規

模は漸増基調だ。2020年には635件の大型プロジェクトが実施され、66億ドル以上の外国直接

投資がエネルギー、化学、医療などの分野に投下された。なお現在ウズベキスタンには37カ国

以上が投資を行っている。 

 「Doing Business」のランキングにも注目していただきたい。同ランキングでウズベキスタ

ンはここ８年間で97ランクほど順位を上げた。2020年のランキングでは我が国は投資家保護、
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納税、契約履行および国際貿易といった項目において高い評価を獲得し69位にまでランクアッ

プ、また最も改善が進んだ国上位20カ国にランクインした。2019年にはウズベキスタンは英経

済誌「エコノミスト」でカントリー・オブ・ザ・イヤーに選出された。 

 ウズベキスタンは投資環境の改善に向けてあらゆる措置を講じ、ビジネス活動の保証、およ

び国有化や収用からの保護を徹底した。また長年ウズベキスタンは外貨交換に深刻な制限を設

けていたほか、輸出業者は商品・サービスの販売で稼いだ外貨の25％を売却しなければならな

いルールが存在した。しかしその後大規模な改革により、我が国ではこれらの規制は撤廃され、

現在では企業は単一の対ドル為替レートで一切の制限なく外貨の交換ができる。 

 投資環境改革において重要なターニングポイントとなったのは、昨年初めに発効した新たな

法律「投資および投資活動について」の採択だった。同法は投資活動や投資の法的規制の分野

において画期的なものとなった。この法律が採択される以前は、異なる３つの法律や100以上

のさまざまな法令が併存し複雑怪奇な規制体制が敷かれていた。 

 さらに企業の税負担は徐々に軽減されつつある。大統領令や法令によって最も優先度の高い

22の経済分野へ課税優遇や特恵制度などが与えられるようになった。そのほか、外国直接投資

額に応じた各種税免除期間を設けるという制度も導入した。政府が主導する経済自由化政策で

ある為替相場を形成する新しい市場メカニズムは、新たな投資家を誘致する上で有効なファク

ターである。 

 同じく輸出入支援策についても種々講じられている。ウズベキスタンでは、国内に持ち込ま

れる前に輸入許可を与えるなど輸入食品の迅速な通関手続きメカニズムが導入されている。地

域・分野輸出潜在力開発共和国委員会は、投資・対外貿易省付属輸出促進庁に割り当てられた

予算を原資として自己の裁量で輸出業者に輸送コストの一部を補填する助成金を付与する権利

を有している。 

 こうして、今やウズベキスタンでは50社以上の大手国際企業が外国直接投資を行い、順調に

事業を続けている。ウズベキスタンは豊かな天然資源、人的資本、急速に発展する市場、高い

収益性、不断の制度改革を土台にして前進を続けており、今後さらなる投資誘致の拡大が見込

める若い国なのである。  
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（２）株式会社「Uzeltechsanoat」（ウズベキスタン電機企業協会） 
報告者：マンスル・ハシモフ 副理事 

報告タイトル：「ウズベキスタンの電機分野における投資可能性」 
 

 現在ウズベキスタンの電機産業は急成長しており、政府もその発展に大きな注意を払ってい

る。「Uzeltechsanoat」は我が国の電機産業発展に係る政策の実施機関であり、外資と協業しつ

つ電機製品および消費財の新たな製造工場の立ち上げに取り組んでいる。 

 現在、当協会加盟企業は、家電製品、ケーブル・電線製品、電源設備をはじめ、幅広い品目

の電機製品を生産している。当協会のミッションは電機産業の飛躍的な発展のための支援、製

造現場への最新の外国の技術の導入、外国投資の誘致、輸出促進、電機産業における制度的・

構造的問題の改善である。 

 加盟企業は主に３つの分野に分けられる。１つ目は家電製品製造分野だ。最も新しい分野で

あるにも関わらず、家電メーカーはすでに幅広い品目の製品を製造しており、国内外問わず堅

調な販売実績を示している。２つ目はケーブル製品の製造分野で、15社の企業が2,000種類以上

の電力ケーブル、通信ケーブル、銅ブスバー、銅パイプなどを製造している。そして３つ目が

電源設備など電気機器製造分野である。電力変圧器、配電装置などが品目として挙げられる。 

 現在、加盟企業は海外の大手メーカーと協力関係を構築している。例えば、家電製品製造で

は韓国の「Samsung Electronics」、ボイラー製造ではドイツの「Viessmann」、ガスメーター製

造ではイタリアの「Pietro Fiorentini」と提携している。 

 ここ５年間における電気機器の生産額および輸出額、ならびに2022年までの予測値に関する

データを紹介したい（後掲スライド３枚目）。ご覧の通り、数字は順調な伸びを示しており、策

定されている電機分野の発展戦略にしたがい、今後もさらなる成長が期待される。2022年には

生産額が14億ドル、輸出額は５億ドルにも達すると見込まれる。加盟企業は主に中央アジア、

CIS、中東諸国に輸出している。輸入の状況については、2020年における我が国の電気機器の

輸入総額は約15億ドルだが、近隣諸国やCIS諸国の輸入額はこの金額をはるかに上回っている。

つまり我々には近隣諸国への電気機器輸出を拡大できる可能性があるということだ。 

 我が国の電機産業企業には他の中央アジア諸国に比してかなりの生産能力がある一方で、国

内の電気機器市場における需要は極めて大きい。ここに日本企業はいわゆる「ニッチ」を見い

だせるのではと考える。そこで、最近の２年間における電気機器の輸入状況の分析結果に基づ

き、日本企業向けに将来の投資プロポーザルを作成したのでご覧に入れたい。 

 １件目のプロジェクトは家電製品向けのコンプレッサー製造に関するもので、概算事業コス

トは2,780万ドルである。コンプレッサーを使用する冷蔵庫やエアコンを製造するための生産

能力は一程度国内に存在していたが、さらに2020年８月には年産能力100万台を有する家庭用
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冷蔵庫製造工場が稼働を開始した。国内における家電製品向けコンプレッサーの需要は増大し

ており、昨年は総額で4,700万ドル相当の家電用コンプレッサー、特に冷蔵庫およびエアコン用

コンプレッサーを輸入した。 

 ２つ目のプロジェクトは、事務機器およびプリンター製造工場設立に関するもので、概算事

業コストは610万ドルである。現在ウズベキスタンではこれらの本格的な生産は行われておら

ず、輸入は年々増加している。2020年には当該製品の輸入額はほぼ1,000万ドルに達した。 

 次に紹介するのはミシン生産工場の建設プロジェクトで、概算事業コストは800万ドルであ

る。国内に繊維産業クラスターの数が増加するに伴い、ミシンの需要が高まっている。統計デ

ータによれば、昨年のミシンの輸入額は5,230万ドルであった。 

 最後のプロジェクトは発光ダイオード（LED）製造工場建設に関するものだ。ご存じの通り

LEDは今や大半の照明器具で使用され、幅広く普及している。プロジェクトの想定事業コスト

は約3,000万ドルである。この分野で日本企業は長年にわたる経験を有しているので、ぜひ日本

と協業したい。 
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（３）ウズベキスタン共和国国家資産管理庁 
報告者：ルスラン・ベクチャノフ 局長 

報告タイトル：「ウズベキスタン国営企業の民営化および 
政府保有株買収における外資参入の可能性」 

 

 国家資産の民営化の方法について説明したい。まず、政府保有株式は証券取引所あるいは店

頭取引にて売却される。また国家資産には国有施設や有限責任会社の持ち分もあるが、これら

は償還価格、あるいはオンライン商取引サイトE-IJRO AUCTIONにて１スムの開始値で売却

される。なお政府保有株式の売却は証券取引所および店頭取引で行われるが、会社の定款資本

金の10％を超えない政府保有株式、および基準額の5,000倍を超えない政府保有株式の売却は

店頭取引で行われる。政府保有株式が定款資本金の10％を超える場合には、タシケント証券取

引所にて売却される。そのほか、国際慣行に則った政府保有株式の売却スキームが適用される。

すなわち、売却対象企業の概要書（ティーザー）を作成し、これを潜在的投資家へ配布、潜在

的投資家の側に関心がある場合には投資家は政府保有株式の購入に関するノンバインディング

オファー（法的拘束力のない意向表明）を提出し、その適合性が審査される。また投資家は売

却対象企業のデューデリジェンスを行う機会が与えられる。その結果を踏まえ、投資家は法的

拘束力のあるプロポーザルを提出し、しかるべき審査を経たのちに政府保有株式の売却に関す

る決定が下される。 

 2020年、国家資産管理庁は2,965社以上の企業を対象に調査を実施した。うち32社について

は組織再編を、39社については新しい経営方式の導入と会計監査の改善を、62社の大企業ある

いは国内で唯一の製品を生産する企業については、民営化の準備と投資状況の改善の結果に応

じて民間へ売却することを提言した。また479社および国内各地に点在する15の巨大国有施設

については直ちに民間売却を実施するよう提言した。これを受け、541社の企業および15の大

型施設の売却に関する大統領令が採択された。  

 現在入札にかけられている主な国有施設および企業をスライド（後掲）にて紹介する。財務

指標なども掲載しているので、併せて参照されたい。 
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PRIVATIZATION METHODS

1. State blocks of shares are sold on 
exchange and over-the-counter togas.

2. Objects of state ownership are sold at 
redemp�on value at electronic online 
auc�ons on the E-IJRO AUKSION trading 
pla�orm.

3. Objects of state ownership are sold at 
a star�ng price of 1 soum with the 
adop�on of investment and social 
obliga�ons at electronic online auc�ons 
on the E-IJRO AUKSION trading 
pla�orm.

AGENCY MANDATE & APPROACH

The sale of state shares is 
carried out on stock 
exchanges and over-the-
counter trades

• The sale of state shares not exceeding 
10% of the issuer's authorized fund and 
state shares not exceeding 5,000 times 
the base amount is carried out in the 
over-the-counter trading system.

• if the issuer is more than 10% of the 
issuer's authorized fund , the auction is 
held at the exchange trades

Scheme for the sale of state 
shares in the authorized capital 
of household companies by 
selecting the best offers from 
potential investors

1) Distribution of a brief information 
about the object (Teaser)

2) Signing a Confidentiality Agreement 
with interested potential investors

3) Analysis, coordination and selection of 
the most attractive Non-binding offers

4) Submission of Binding Proposals 
based on the results of due diligence

5) Consideration and approval of the 
selected best offer

6) Signing legal documents and closing 
the deal

Sales 
scheme 

for shares

Type 
of 

trade

Trades on sale of state-owned assets 
(except shares) It is planned to be held 
on the electronic trading platform "E-
IJRO AUKSION".
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PRESIDENTIAL DECREE #PD-6096

Transformation 
(32 SOEs)

Implementation of 
corporate 

governance & 
financial audit

(39 SOEs)

Pre-sale preparation 
& increasing 
investment 

attractiveness 
(62 SOEs)

Public auction 
(479 SOEs)

State-owned real 
estate sale to the 
private sector (15

facilities)
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（４）ウズベキスタン共和国地質・鉱物資源国家委員会 

報告者：アーザム・カディルホジャエフ 副議長 

報告タイトル：「鉱物資源の採掘・精製分野におけるウズベキスタンへの投資可能性」 

 

 地質・鉱物資源国家委員会は地質調査、地下資源利用および地下資源保護に係る政策を実行

する国家規制機関である。これまでの地質探査に関する情報はすべて我々のもとに蓄積されて

いる。 

 ウズベキスタンは金、ウラン、銅、カリウム塩、リン鉱石、カオリンなど一連の重要鉱物を

埋蔵する世界有数の国である。また、金とウランの生産に関しては世界トップの水準だ。 

 投資環境のより一層の改善をめざし、国際的なコンサル会社であるボストン・コンサルティ

ング・グループ（BCG）と提携している。BCGは外国投資誘致の加速のためウズベキスタンの

鉱物資源基盤の開発戦略を策定し、投資家のための基準と要件、すなわち投資家の利益と財産

権を守るための最新の国際的慣行・メソッドを取り入れるためのロードマップを作成し、将来

の行動計画とともに目的別投資プロセスを始動させた。 

BCGとIMFの提言により、ロイヤルティ、すなわち地下資源利用税や契約ボーナスが減額さ

れた。例えば、金、銀のロイヤルティは25％から10％に、銅のロイヤルティは15％から10％に

減額された。探査・開発ライセンス取得ボーナス額に関しても、例えば金については10分の１

に、非鉄金属については半分、鉄については2.5分の１に減額された。  

 一連の改革が奏功し、フランスOrano Mining社との地質探査（ウラン）、カナダB2 Gold社と

の地質探査（金）、そしてJOGMECとの地質探査（ウラン・金）といった投資プロジェクトが

開始された。同じくトルコの地質探査部局、ロシア、韓国、中国の企業とのプロジェクトも進

行中である。追加分のプロジェクトも併せると地質・鉱物資源国家委員会は総額３億2,000万ド

ルの投資プロジェクトを立案中であり、稼働中のものを含めればプロジェクトのポートフォリ

オは合計で10億ドル程度になる。 

 先述の通り、当委員会は日本のJOGMECと緊密に協力しており、ナヴォイ州のメシェチ、ア

クベルディ、ジャサガなどの有望鉱区にてウランの地質探査を行っている。地質探査の結果に

よれば、ウランの埋蔵量が１万2,000ｔ以上と予想されている。また昨年はJOGMECと共同で

２つの有望鉱区で金の探査プロジェクトを開始、その結果金の埋蔵量は25～30ｔという数字が

はじき出された。 

 ライセンス交付の手順をさらに改善するために、公開競争入札による透明性のあるライセン

ス交付メカニズムが承認された。当委員会はティーザーやプレゼンテーションのフォーマット

で投資プロポーザルをe-auksion.uzやuzgeolcom.uzといったプラットフォームに掲載しており、

ロット番号や契約額などを詳細に知ることができる。 
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 ７カ所の金、ウラン、マンガン鉱床、および27カ所の金、銀、銅、レアメタル・レアアース、

石炭の有望鉱区において、100％投資家側負担、かつ国は主に税金のみを受け取るという条件

で、地質探査を実施するという提案を現在潜在的投資家へ行っている。 

 鉱業部門における投資環境の魅力向上のために、欧州復興開発銀行、世界銀行およびBCGと

共同で、最良の国際的慣習を採用しつつ、新たな地下資源法の策定作業を行っている。新しい

法案では、「鉱物資源量および鉱石埋蔵量の報告に関する大洋州規程」（JORC規程）などの国

際基準の速やかな導入などが規定されている。地下資源を合理的に利用するために、地質探査

作業を行うための区画割当のブロックシステムも導入される。このシステムはカナダ、オース

トラリア、カザフスタンで効率的に運用されている。それとともに、「最初に来た者が最初に受

け取る」（先着順）原則に基づいた地質探査ライセンス交付システム、権利譲渡や地質情報への

自由なアクセス、データのデジタル化に関わるシステム、また地下資源利用による影響除去に

関わるメカニズムの導入を急ぐ。また新しい地下資源法では、外国投資家にとってウズベキス

タンの鉱業の魅力を高めるべく、ロイヤルティ率および地下資源利用ライセンス料のさらなる

低減が検討されている。  
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（５）「Uztuqimachiliksanoat」（ウズベキスタン繊維産業協会） 
報告者：イスモイルベク・オゾドベコフ 副部長  

報告タイトル：「繊維産業への投資ビジネスチャンス」 
 

 まずはウズベキスタンの繊維産業の主要指標について触れておきたい。ご存知の通り繊維産業はウズ

ベキスタン経済を牽引する主要産業のひとつだ。同産業には7,000以上の繊維縫製企業があり、約40万

人の雇用を抱えている。 

 良好で透明性のあるビジネス環境が我が国で整備されたことにより、直近２年間で約250件、金額に

して総額20億ドルの投資プロジェクトが実施され、うち12億ドル分は外国投資によるものであった。 

 投資誘致と並び、輸出拡大も繊維産業の優先方針のひとつとして位置づけられている。国内繊維企業

の設備更新と生産力強化を図ったことにより、国内産の綿繊維を輸出に供することなく自国で100％加

工できる体制を構築することができた。 

 新型コロナウイルス感染拡大によるネガティブな影響は確かにあったが、逆にコロナ禍を奇貨として、

代替輸送回廊の開拓によって新しい市場への商品供給が可能となったり、画期的な商品が開発されたり

するなど、繊維産業発展の新たなチャンスが生まれた。こうして、2020年末までに総計で19億ドル、395

品目の繊維製品と衣料品が世界60カ国以上に輸出された。 

 そのほか、ウズベキスタンは繊維製品の生産品目構成を変更して、輸出額を2025年までに80億ドルま

で増加させることを目指している。つまり、2020年に輸出総量に占める紡糸の割合が約50％だったとす

ると、2025年には紡糸の輸出割合を４％まで減らし、それに代わって完成品の生産および輸出割合を増

加させるというものだ。 

 現在、ウズベキスタンでは良好なビジネス環境を構築するための施策を講じており、すでに外資導入

に関わるいくつかの障壁を特定・解消している。一連の施策の結果として、2010年に米国労働省が課し

たウズベキスタン産綿花・同製品の購入禁止措置が解除された。加えて、欧州委員会がウズベキスタン

に一般特恵関税制度（GSPプラス）の適用を決定した。 

 目下、繊維産業発展戦略の一環として、原料供給基地としての信頼性、競争力のある労働資源、発達

した輸送網、各種優遇措置などをアピールしつつ、我々は外資の革新的な最新技術を完成品製造工場の

建設プロジェクトに誘致している。 

 日本の先進的な技術力に着目し、私たちはいくつかの投資プロポーザルを提示したい。第１のプロジ

ェクトは、ブハラ州に位置する自由経済特区「ギジドゥヴァン」における染色ニット生地製造工場の建

設だ。年産5,000ｔを想定している。工場で生産された製品はCISやEU、日本などへ輸出したいと考え

ている。 

第２のプロジェクトは、ナマンガン州におけるデニム製品生産工場の建設だ。洋の東西を問わず、デ

ニム製品がファッションアイテムとして日常生活の中で常に愛用されていることから、ニーズはかなり
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大きい。生産された製品の70％をEU、CISおよび日本へ輸出し、30％を国内市場向けに供給したいと考

えている。 

 第３のプロジェクトは、年産能力1,000万㎡を持つ繊維生産複合施設の建設である。工場には豊田通商、

津田駒工業など日本メーカーの技術を含む最新設備を導入する想定だ。 

我々は皆様と上述のプロジェクトに関する詳細な交渉、あるいはこれら以外の投資プロジェクトの立

案に臨む用意がある。また投資家らのウズベキスタン訪問アレンジや工場用地の決定に係る助言など、

プロジェクト始動に向けた全面的な支援を行いたいと思う。 
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セッション１ 質疑応答  

 

ウズベキスタン商工会議所への質問： 

 日本企業がウズベキスタンで、あるいはウズベキスタンの企業とビジネスを行いたいと思っ

た場合、商工会議所からサポートを得ることができるか。 

 

ガフルジョン・ウスマノフ商工会議所部長回答： 

 ウズベキスタンには商工会議所に関する法律があり、同法にて商工会議所は独立した非政府・

非営利団体で、外国人投資家を含む民間企業活動を支援する組織として規定されている。投資

プロジェクトや共同ビジネスプロジェクトなどを成功裡に実現するために、ウズベキスタン各

地域の企業や外国のビジネス関係者をリンクさせるいわば「橋渡し」としての役目を商工会議

所は担う。我々は国内外問わずすべての企業に対して情報コンサルティング支援を行う。国家

機関や業界団体・協会に対しても同様の支援を提供することが可能だ。 

 ウズベキスタン商工会議所には現在２万 4,000 社の民間企業が加盟している。今回のイベン

トのように、加盟企業は商工会議所を介して情報発信を行うことができる。 

 したがって、我々は日本企業に対して商工会議所へ遠慮なく相談するよう呼びかけたい。我々

は常にオープンに対応しているし、ROTOBO や日本商工会議所、JETRO などを介して日本企

業をサポートする用意もある。例えば日本のビジネスマンのウズベキスタン訪問や現地企業と

の商談、工場見学のアレンジ、ウズベキスタン現行法令や様々な産業分野に関する情報・コン

サルティングの提供などが支援内容として挙げられる。本ウェビナーのようなロードショーを

企画することも可能だ。  

 

オイベク・エルムラトフ外国投資誘致庁副長官補足回答： 

 外国投資誘致庁も国家機関としてウズベキスタンにおける外国人投資家への支援に取り組ん

でいる。コンサルティング支援やミーティングのアレンジ、ビジネスに関する問題の解決サポ

ートなどが支援内容だ。そのほか、我々は投資情報ポータルサイト invest.gov.uz を設けてお

り、そこに 1,000 件以上、総額にして約 100 億ドルの投資プロポーザルを掲載している。サイ

トには当庁の連絡先も記載されているので、質問や照会事項があれば喜んでお答えしたい。  
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ウズベキスタン共和国外国投資誘致庁への質問： 

 2020 年にウズベキスタンはユーラシア経済連合（EEU）にオブザーバー国として加盟した

が、このことがウズベキスタンの投資環境に何かしらの影響を与えるだろうか。 

 

オイベク・エルムラトフ外国投資誘致庁副長官回答： 

 現時点ではウズベキスタンはあくまで EEU のオブザーバー国として参加するに留まり、こ

の地位にいる限り我々に何らかの義務が課されることはない。EEU にオブザーバー加盟する

ことによるウズベキスタン経済や投資環境への影響に関しては詳細な調査を行ったが、いかな

る意味においても影響を被ることはない。もっとも、将来的に正式加盟が決定されれば話は別

だが。 

 EEU に関する点以外についても指摘しておきたい。欧州理事会の決定により、本年からウズ

ベキスタンは一般特恵関税（GSP プラス）の受益国になった。これはすなわち、我が国は欧州

諸国との貿易において大きなアドバンテージを得たことになる。さらにウズベキスタンではこ

こ３～４年の間で世界貿易機関（WTO）への加盟に向けた準備作業が活発に行われてきた。現

在も交渉が進行中で、2020 年だけでも数ラウンドにわたって交渉が行われた。言うまでもなく

WTO 加盟はウズベキスタンのビジネス環境にも投資環境にもポジティブな影響を及ぼす。ま

た我々は WTO に加盟することによって非加盟国の投資家に対してネガティブな影響を及ぼす

ことがないよう努めている。 

 

株式会社「Uzeltechsanoat」（ウズベキスタン電機企業協会）への質問： 

 製品の輸出や機械の輸入は、傘下の個別企業ではなく、協会が一元的に行っているのか。  

 

マンスル・ハシモフ副理事回答： 

 我々の協会には電気機器の製造に直接携わっている 85 社以上の企業が加盟しており、約

95％が民間企業である。輸出入の取引はすべて各社が独自に行っている。当協会は何か問題が

生じた時のみ、輸出入をサポートする。それ以外の、契約の調印から設備、部品、完成品の納

品に至るまで原則各企業が自身で行っている。  
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◆セッション２：ウズベキスタンの輸出ポテンシャル 
 

（６）ウズベキスタン共和国農業省 
報告者：ショフルフ・トリボフ 局長 

報告タイトル：「ウズベキスタン産の生鮮食品 
および農産加工品の輸出ポテンシャル」 

 
ウズベキスタンの GDP に占める農業の割合は 32％で、農業生産に占める輸出の割合は約

10％、就労人口に占める農業の割合は 27％以上、総輸出額に占める農産品の割合は約 10％で

ある。ウズベキスタンは１年間で 2,100 万ｔの野菜・果物を生産し、その内 1,100 万ｔが野菜

で、290 万ｔ以上がジャガイモ、280 万ｔ以上が果物、220 万ｔがメロン、170 万ｔがブドウで

ある。 

 農業分野の改革は 2020～2030 年の 10 年間にわたって実施される。改革には小麦の公定価

格の撤廃、原綿依存からの脱却、農業のデジタル化、農業クラスターの増加、完全な生産サイ

クルの確保、生産・保存・加工・輸出体制の増強が含まれる。また穀物栽培・畜産等各農業分

野でのクラスターの創出や、農業企業、フェルメル（独立中規模自営農家）、デフカン（小規模

経営農家）等による協同組合の形成などにも取り組んでいる。 

むこう 10 年の間に卸売流通センターの新設・拡充を計画している。８つの大規模卸売流通

センターおよび 37 の小規模卸売流通センターを建設、取扱能力は 3,400 万ｔ、総額で５億 4,500

万ドルに達すると想定される。 

 またウズベキスタンは輸出オペレーションの自由化を敢行した。それにより前払制度や外貨

強制売却制度、最低輸出価格が撤廃されたほか、外貨の自由な交換が可能となった。輸出業者

は税関申告業務を３時間で完了できるようになった。また輸出促進庁が設立され、輸出業者に

対してファイナンス支援を行ったり、グローバル GAP 認証の取得サポートを行ったりしてい

る。 

 農業省は農業クラスターへのファイナンス、技術的支援、調査、新たな顧客の開拓などを行

う。また農産品輸出までの一連のプロセス、すなわち、商品の検収、保管、冷蔵、加工、輸送、

選別、梱包、マーキング、動物検疫、オンライン販売、認証、植物検疫といった工程において

農業省は輸出業者に対しサポートを実施している。 

 我が国の農産品輸出のデータについて簡単にお話しする。ウズベキスタンは干しあんずの輸

出で世界第２位、柿の輸出で第３位、干しブドウの輸出で第４位、あんずの輸出で第４位、干

しプラムの輸出で第５位、チェリーの輸出で５位を占めている。2020 年の輸出実績について、

果物は２億 7,800 万ドル、野菜は１億 8,600 万ドル、ブドウは１億 8,800 万ドル、豆類は１億
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9,400 万ドル、ドライフルーツおよびナッツは１億 2,300 万ドル、メロンは 2,300 万ドルを記

録した。 

 現在ウズベキスタンは世界の多くの国々に農産品を供給しており、主な輸出相手国はロシア

（２億 5,500 万ドル）、カザフスタン（２億 5,100 万ドル）、キルギス（２億 4,300 万ドル）、パ

キスタン（7,800 万ドル）、中国（7,100 万ドル）、アフガニスタン（5,100 万ドル）などが挙げ

られる。欧州諸国への輸出については 2020 年では総額 2,000 万ドル、うち 600 万ドルがドイ

ツ向けであった。 

 現在、農業省は年間を通して 10 件以上の国際農業展示会に参加している。輸出業者は 2018

年に２件、2019 年に 39 件、そして 2020 年には 226 件のグローバル GAP 認証を受けた。ま

た年間 50 件以上のマーケティング調査も農業省が実施している。 

 個別の農産品について説明したい。アーモンドは 2030 年には 15～16 億ドルまで輸出規模

を拡大できると予測している。このうち EU 諸国へ８億ドル以上、中東諸国へ１億 2,000 万～

１億 4,000 万ドル以上、中国および CIS 諸国には 4,000 万～5,000 万ドルと試算している。ア

ーモンドの主な生産地はタシケント州、ジザク州、スルハンダリヤ州である。 

 次にチェリーについて。2030 年までには輸出規模が４億～５億ドルになると予測する。主な

輸出相手国と輸出額として、韓国へ 5,500 万～7,500 万ドル、中国へ 9,000 万～１億 2,000 万

ドル、欧州へ 7,000 万～8,500 万ドル、CIS 諸国へ 7,800 万ドルを想定している。主な生産地

はタシケント州、ナマンガン州、アンジジャン州、スルハンダリヤ州およびサマルカンド州で

ある。 

 クルミについて、2030 年には輸出規模が７億～８億ドルになる見通し。主な輸出相手国と輸

出規模は、欧州へ３億 5,000 万～４億 5,000 万ドル、中東諸国へ 3,000 万～5,000 万ドル、韓

国へ 5,000 万～7,000 万ドル、トルコへ 3,500 万～5,500 万ドルを想定。主な生産地はタシケ

ント州、ジザク州、スルハンダリヤ州、アンジジャン州およびナヴォイ州である。 

 ピスタチオについて。2030 年には 7,200 万～7,500 万ドルほどを輸出できると予測してい

る。主な輸出相手国と輸出規模は、欧州へ 3,500 万～4,500 万ドル、CIS 諸国へ 2,500 万～3,500

万ドル、中国へ 7,500 万～１億ドルと見ている。主な生産地はタシケント州、ナマンガン州、

ジザク州、スルハンダリヤ州およびナヴォイ州である。 

 桃について。2030 年までに輸出規模は 8,000 万～１億ドルに達すると予測されている。主な

輸出相手国は、EU 諸国へ 2,500 万～3,000 万ドル、CIS 諸国へ 5,000 万～6,500 万ドルを見込

んでいる。 

 プラムについて。2030 年には 8,000 万～１億ドル分が輸出に供されると予測する。主な輸出

相手国は中国、CIS 諸国など。 
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 ブドウについて。2030 年には輸出規模が４億～５億ドルまで拡大すると見ており、主な輸出

相手国は欧州、CIS 諸国、中国を想定している。 

 干しブドウについて。2030 年には４億 2,200 万ドル分を輸出できると予測しており、主な輸

出相手国は欧州、日本、インド、米国、ロシアを想定している。 

 ピーナッツについては、予測では 2030 年には輸出規模が１億 5,300 万ドルに達すると見て

いる。主な輸出相手国は欧州、日本、米国である。 

 干しあんずについて。2030 年には 9,700 万ドルにまで輸出規模が拡大する計画である。主な

輸出相手国は欧州、米国、インドおよびロシアを想定する。 

 プルーンについて。輸出規模は１億 2,500 ドルにまで拡大すると予測しており、主な輸出相

手国は欧州、日本およびロシアである。 

 最後にドライパプリカについて。2030 年には２億 5,000 万ドルが輸出されると予測してい

る。主な輸出相手国は欧州および米国である。  
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（７）ウズベキスタン繊維・縫製産業協会 

報告者：ムハンマジョン・マフムドフ 部長 

報告タイトル：「ウズベキスタンの繊維産業における 

輸出ポテンシャル：原料から完成品に至るバリューチェーン」 

 

ウズベキスタン繊維・縫製産業協会は繊維・縫製ニット企業に関わる政策実行機関であり、

政府と民間企業をつなぐ役割を担っている。 

 ウズベキスタンの繊維・縫製産業の歴史は1932年３月８日にサマルカンドでの工場開設に端

を発する。当協会はウズベキスタンの繊維・縫製ニット製品の主要なメーカーからなる協会で、

430社以上の繊維メーカー、1,430社の縫製ニットメーカー、10社の繊維機械製作メーカー、96

の綿花クラスターが加盟している。 

 当協会の下部組織には、宣伝・マーケティング・エージェンシー、綿花のバイヤーをサポー

ト す る 「 Uztextilebrok 」、 貿 易 を 行 う 「 Uztextilexport 」、 設 計 ・ 建 設 に 従 事 す る

「Yengilsanoatkurilish」、デザイン部門の「Sharq Liboslari」がある。協会には５名の外国人

顧問が在籍し、ラトビア、インド、韓国、中国、バングラデシュの代表から成る。国内各地に

５つの支部、８つの代表部がある。 

 繊維産業は外国投資の誘致および高付加価値製品の輸出においてトップクラスの実績を有す

る分野である。現在、繊維産業は紡糸から完成品に至る幅広い輸出品目を生産している。2019

年の繊維製品の輸出額は16億ドルだったが、2020年には21億ドルに増加した。我々は2025年ま

でに輸出額を70億ドルまで増やすことを目指す。 

 輸出相手国の内訳を見ると、ロシアが39％、中国が17％、トルコが19％、アジア諸国が８％、

欧州諸国が5.9％、CIS諸国が９％となっている。日本への繊維製品の輸出は2018年に29万8,000

ドル、2019年には67万ドルに達した。2020年には新型コロナウイルス感染症の影響により若干

減少し、33万ドル強になった。 

 国内生産チェーンへの国際規格の導入は、国内企業のバランスのとれた発展に肯定的な影響

を及ぼす。品質マネジメントシステムに関する国際規格ISO 9001およびエネルギー効率規格

ISO 50001を協会加盟企業800社以上が取得した。また30社以上の会社がOEKO-Tex Standard 

100の認証を取得した。15社以上の会社がBSCI (Business Social Compliance Initiative)の認

証を受けた。15社以上の会社がSedexの規格に基づいて業務を行っている。 

 2019年、我が国の繊維メーカー128社が「メイド・イン・ウズベキスタン」のスローガンの

もと世界20カ国で開催された国際展示会に出展した。しかし2020年はコロナ禍の影響で繊維関

係の展示会が全世界で激減したことにより、参加することができなかった。 

 日本との間で進行中の共同プロジェクトについて言及したい。ブラザー工業とのプロジェク
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トでは、タシケントのアルマザル地区で物流トレーニングセンターの開校が計画されている。

またクラレとはナマンガン市に所在するArt Soft Tex社と今治タオルの合弁生産に関するプロ

ジェクトが進行中である。 

日本側の主要パートナーは増井ホールディングスで、同社はウズベキスタンの紡糸や繊維製

品の輸入を行っている。またYKK Japanとは同社トルコ駐在事務所を通して、ウズベキスタン

に現地事務所を開設する件について交渉が行われている。 
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（８）ウズベキスタン手工業協会「Hunarmand」 

報告者：アジズ・ムルタザエフ 副会長 

報告タイトル：「ユニークな手工芸品の輸出拡大に向けた展望」 

 

４万名以上の工芸職人を束ねる手工業協会「Hunarmand」は1997年に設立された。そして

2017年よりウズベキスタン商工会議所に加盟している。2019年に協会は国際手工芸評議会の正

会員になり、2020年12月から４年間の任期で同評議会アジア太平洋地区議長を務めている。  

 ウズベキスタン政府からは他の産業分野と同じく手厚いサポートを受けている。2017～2019

年には5,000万ドル以上の優遇ローンが拠出された。2020年にも、コロナ禍にもかかわらず、手

工芸職人の事業拡充のために低金利の優遇ローンとして5,000万ドル以上がファイナンスされ

た。現在、当協会には４万人以上の会員と６万人以上の見習い職人がいる。 

 ウズベキスタンでは34の手工芸分野が登録されており、そのうち18分野が輸出志向の強い分

野である。具体的には、伝統織物、絨毯織、陶芸、木彫刻、細密画・カリグラフィー、刺繍、

伝統人形、革製品、民族衣装、被り物、宝飾製作、鍛冶、銅細工、ガンチ（粘土質石膏）彫刻、

骨彫刻、石材彫刻などがある。楽器や金糸刺繍も高度に発達した工芸である。こうした手工芸

分野が国内外の市場で好評を博している。 

ウズベキスタンの手工芸は基本的にはハンドメイドであり、伝統的な技術を駆使してユニー

クで機能性の高い物品や装飾品を作り出す。我が国には「ウストズ・ショギルド」という独特

なシステムがある。これは「師匠から弟子へ」という意味で、手工芸は主としてこの伝統に従

って継承される。これらの手法を数十年に及ぶ修行で体得し、伝統は世代から世代へ、家族や

共同体の中で受け継がれていく。すべてのプロセスは最初から最後まで手作業で行われる。  

 陶芸は最も人気の高い分野の１つで、何世紀にもわたって中央アジアの高度に発達した手工

芸分野として存在し続けてきた。施釉陶器と無釉陶器の２つの種類がある。そして、ウズベキ

スタンには数多くの流派があり、それらの伝統は今日まで脈々と受け継がれてきた。リシタン、

ギジドゥヴァン、ヒヴァ、サマルカンド、グルムサライ、シャフリサブズ、ホレズム、タシケ

ントなどに特徴ある流派が存在する。これらの流派の陶器にはそれぞれに独特の模様や色の濃

淡がある。 

 ここで手工芸品の輸出内訳について簡単に紹介したい。2019年の輸出実績は1,500万ドルで

あった。そのうち、25％は国際見本市に出展した際に販売したもの、45％はウズベキスタンを

訪問した観光客による購入、５％はオンラインショッピングによるもの、25％は我が国手工芸

職人の直接契約によるものである。インドのスーラジクンドのような国際見本市では、我が国

の手工芸職人が10日間で12万ドル相当を販売した。また、毎年７月に開催されるアメリカの大

規模な国際フェスティバルでは、３日間で50万ドル相当を販売した。  
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 さらに、手工芸品を販売するために当協会はショールームと営業事務所（トレードハウス）

開設に向けたプロジェクトに携わっている。スライド４枚目でご覧になっているのは、タシケ

ントに開設された面積300㎡強のショールームの写真である。ここから主に旧ソ連諸国に向け

て商品を発送したり、オンラインショッピングで手工芸品を直接販売したりしている。 

 スライド５枚目に映っているのは、2020年６月にギリシャのアテネに開設した、当協会の営

業事務所である。面積が120㎡あり、ショールームと倉庫が設けられている。その供給倉庫を介

して、パリ、ロンドン、ベルリンなど、ヨーロッパの大都市で開催される国際見本市に出展し

たり、小売業者に納品したりしている。 

 スライド６枚目には中国の義烏（イーウー）に開設された営業事務所が掲載されている。面

積120㎡のスペースにショールームが設けられている。我々は中国を潜在的手工芸品市場と考

えている。アリババやバオバオのようなオンラインショップもあり、それらを介してウズベキ

スタンの手工芸品を販売することができる。 

 ウズベキスタンには全世界に製品を供給するためのあらゆる物流能力があり、国内には国際

物流会社やオフィスが所在する。我々はウズベキスタンの手工芸職人に対し物流面でのサポー

トを行っている。 

 日本の皆様へビジネスプロポーザルを行いたい。我々がパートナーに期待するのは、面積120

㎡の倉庫またはスペースの用意、また運営管理費用・販売促進費用の負担で、我々は必要なマ

ーケティング資料や情報資料の準備のほか、高品質の製品の選抜・提供を行う。また、我が国

の手工芸職人によるマスタークラスを開催する。東京や大阪での展示会や福岡での国際ギフト

ショーに我が国の手工芸職人が何度も参加し大変好評だったので、マスタークラスの企画も十

分可能だと思う。 

 また、我々は日本の関係者の皆さまをウズベキスタンで開催される展示会や国際見本市にご

招待し、我が国の手工芸をもっとよく知っていただきたいと願っている。手工芸関連の国際見

本市を例示すると、３月にボイスン・バホリ・フェスティバル、４月にはバフシ国際フェステ

ィバル、ブハラでは毎年「シルク・アンド・スパイス」フェスティバル、マルギランでは「ア

トラス・バイラミ」フェスティバルや「大シルクロード音楽祭」が開催される。今年2021年に

は第２回国際手工芸フェスティバル、シャフリサブズでのマコム国際フェスティバルの開催を

計画している。こうした様々なフェスティバルではいつも我が国の手工芸品の大規模な見本市

や展示会が行われる。 
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（９）ウズベキスタン共和国観光発展国家委員会 
報告者：シュフラト・イサクロフ 戦略発展・人材育成部長 

報告タイトル：「近年における観光分野でのウズベキスタン・日本間協力の主要トレンド」 

 

 ウズベキスタンの観光業は大統領によって戦略分野のひとつとして定められ、この４年間で

多くの進展が見られた。210万人だった観光客は2019年に670万人にまで増えた。もっとも、コ

ロナ禍の影響により2020年の観光客は激減し入国者数はわずか110万人に留まったが、早期に

回復すると期待している。ウズベキスタンは現在すべての国に観光の門戸を開いている。ウズ

ベキスタンは「Safe Travel Guaranteed」システム、つまり安全な観光を確保するための制度

を導入した。ぜひ日本人旅行者に我が国を訪問いただきたい。2019年における日本人観光客の

数は約２万5,000人にすぎないが、この数字を大きく上昇させることが可能だと確信している。

日本と我が国の間の短期渡航はビザを必要としないため、30日以内であれば日本国民は我が国

を自由に旅行できる。 

 スライドで観光分野の地域別のプロジェクトをいくつかご紹介したい。もちろん日本のビジ

ネス関係者も参入できる。特に観光客向けホテルは非常に需要が高い。「サマルカンド・シティ

ー」や「タシケント・セントラ・ルパーク」の建設、またアイダル・アルナサイ湖沼群のビー

チリゾート開発といったプロジェクトが始まっている。日本のビジネス関係者に我が国の投資

プロジェクトに積極的に関わるよう呼びかけたい。 

 観光分野におけるウズベキスタン・日本間の協力関係は密接で、例えば日本旅行業協会JATA

とウズベクツーリズムの間には協力覚書が結ばれている。2019年４月23日には、日本の有名な

歌手で女優の前田敦子さんがウズベキスタン観光大使に就任した。前田さんは日本の方々に向

けてウズベキスタン観光を積極的にアピールしてくださっている。また日本ではウズベキスタ

ンの観光プロモーションイベントがしばしば開催されており、日本の人々の間では魅力ある観

光地としてのウズベキスタンの人気は高まっている。その証左として、HISによる夏の旅行先

番付でウズベキスタンは第２位にランクインした。これは非常に喜ばしいことだし、我々はさ

らに良いサービスを提供すべく努力する。 

旅行商品の開発の一環として、ウズベキスタンでは現在、巡礼ツーリズムの発展に取り組ん

でいる。先日、ウズベキスタンにおける巡礼ツーリズムの今後の発展に関する大統領令が出た

ばかりだ。例えば仏教について言えば、世界的に有名な日本人研究者の加藤九祚氏がテルメズ

において長年仏教遺跡の調査に従事し、その結果ウズベキスタンは仏教文化の発祥の地である

ことがわかった。こうした貴重な事実や歴史的文化遺産を活かして、仏教に関する巡礼ツーリ

ズムを組成することを検討している。 

 先ほどより述べているが、我々は日本企業との協力をさらに推進していきたいと思っている。
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例えばHISホールディングとの協力だ。同社はきわめてダイナミックで規模の大きい日本企業

であり、すでにタシケント市内で日本式の現代的ホテルの建設計画に着手している。我々はそ

のほかの地域、たとえばサマルカンドやブハラにもこうしたホテルを建設することを提案して

いる。 

また、日本のビジネス関係者に対して、ホテル、レストラン、文化・娯楽センターなどの建

設事業に積極的に参加するよう声をかけている。我々は現在アルペンツーリズムの発展を強力

に進めており、ロープウェイの整備などを行っている。この分野にはたくさんの優遇措置や特

恵措置が講じられており、通関手続きも免除される。また特色あるレストラン、たとえば日本

料理店などの開設に対しても特別補助金が存在する。レストラン開設１件あたり３億スム、つ

まりほぼ３万ドルが支給される。日本料理は世界的に有名で、ウズベキスタンでも人気がある。

国内旅行客だけでなく我が国を訪れる他の外国人旅行者にも利用してもらえる。 

日本の方々はゴルフ好きと知られており、日本人はゴルフをプレーするためだけに旅行へ出

かけると聞く。ウズベキスタンは物価が手ごろなので、日本人ビジネスマンが週末などの休日

に我が国でゴルフをすれは、滞在費やプレー代が低コストに抑えられ、航空券代を十分回収で

きる。そこで、我々は現在ゴルフ場誘致を促進すべく、サマルカンド州、ブハラ州その他の地

域で積極的な働きかけをしている。これはとても優良な投資案件で、短期間に資金回収できる

案件となるだろう。 

 日本は国土の75％がほぼ山岳地帯だ。しかも日本にはインバウンド観光客を3,000万人にす

る計画があると聞いている。この分野での日本の経験は我が国にとって興味深い。例えば、ロ

ッククライミング、ケイビング、ラフティング、アルペンスキーなどである。ウズベキスタン

にはこの種のツーリズムのための装具や備品が不十分である。思うに、日本の企業家がアルペ

ンツーリズム、ロッククライミング、スキーなどのためのスポーツ用品店を開設すれば、好評

を博するのではないだろうか。 
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ウズベキスタンの宿泊施設の増加傾向 2016年～2020年

指標名 2020 年 2019年 増加率
（%） 2018年 増加率

（%） 2017 年増加率
（%） 2016年

宿泊施設総数 1 308 1 188 130.0 914 119.6 764 101.9 750

ホテル 908 833 106.3 784 109.5 716 102.0 702
ホステル 241 214 403.8 53 662.5 8 100.0 8
レクリエーション施設 34 29 2 900.0 1 100.0 1 100.0 1
ドミトリー 9 6 200.0 3 150.0 2 100.0 2
キャンピング 4 4 80.0 5 83.3 6 100.0 6
モーテル 4 1 100.0 1 50.0 2 100.0 2
スポーツ施設 3 2 200.0 1
ツーリスト用キャンプ 2 2 200.0 1 50.0 2 100.0 2
ユルタを利用したキャン
プ 5 4 133.3 3 75.0 4 100.0 4

ブティックホテル 13 13 325.0 4

その他 85 80 137.9 58 252.2 23 100.0 23
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（10）有限責任会社「Daka Inteks」 
報告者：ルスタム・カルシバエフ 社長 

報告タイトル：「ウズベキスタン産ニット生地とニットウェア」 

 

 「Dakatex」は国産綿花を使用した繊維製品の生産と販売を行う企業である。当社は2009年

にサマルカンドで設立、現在では現代的設備を備えた国内随一の垂直統合型企業へと発展した。

当社の事業内容は紡糸の生産と販売、ニット生地の生産と染色、縫製品の製造、商品開発、プ

リント加工である。 

当社のミッションは、高品質の紡糸、ニット生地、縫製品を生産することであり、ポリシー

として掲げるのは「最高品質とジャストインタイム」だ。Dakatexは自らが引き受けたすべて

の契約義務を常に確実に期限内に遂行する。 

 当社の生産能力について。Dakatexは常に生産能力の拡充を図っている。我々が追求するの

は製品の品質、コスト最小化、そして納期厳守である。生産能力は、紡績部門は月産300ｔ、生

地部門は月産140ｔ、染色部門は月産300ｔ、プリント部門は月産26万アイテム、縫製部門は月

産40万アイテムを製造することができる。こうした生産能力は理想的な工程と優れて現代的な

設備によってもたらされたものだ。 

 なぜDakatexが選ばれるのか。第１の理由は責任あるアプローチ、第２が納期厳守、第３が

低価格、第４が幅広い対応力、第５が著名ライセンサーとのコラボレーションが可能なこと、

スタイルガイドが豊富であることが挙げられる。当社の優位性は、綿花の紡績からニット製品

の梱包までを自社で一貫して手掛ける垂直統合型企業であることだ。これが低価格・高品質の

理由である。外部組織に依存していないため、常に正確な納期と価格を提示することができる。

生産能力も非常に優れている。原料、製品、染色、プリントのすべてにおいて質が高く、プリ

ント、捺染のパターンも幅広い。使用する設備は先進的で自動化されたものであり、全工程が

高い生産性を有する。 

 紡織部門について。34/1から54/1までの番手の糸を生産することが可能で、ジャージー（天

竺編み）、スムース編み、ピケ編み、リブ編み、フレンチテリー編み、インターロックなど様々

なニット生地を製造できる。異なる生地を組合せることで、多彩な質感を生み出すことができ

る。 

 染色部門について。同部門は2019年に起ち上げ、トルコとイタリアから輸入した最新設備を

完備している。生産能力は最大月間300ｔ、染料には自動染色・調液装置を使用しパントンマッ

チングシステムに準じた正確な色合いを出すことができる。染め上げは一日違わず計画通りに

完了できる。 

 裁断・プリント部門について。生地の捺染は自動化されており、裁断の精度は高い。どんな
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に小さなパーツであっても正確に裁断できる。生産能力も高く、プリントカラーは最大16色ま

で可能。月間260アイテムまでの生産を行うことができる。染料の選択はパントンマッチング

システムに厳密に準じており、プリントによって様々なニュアンスを出すことができる。 

 当社は長年にわたって信用を勝ち得ており、主にロシアをはじめ多数の有名ブランドと取引

をしている。ロシアには自社支店も所在する。  
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（11）有限責任会社「Livadiya Bukhara」 
報告者：イリホム・サイフィエフ 社長 

報告タイトル：「Livadiya Bukharaについて」 

 

 有限責任会社「Livadiya Bukhara」は赤外線乾燥装置を用いた乾燥野菜・果物食品の生産を

行っている。当社は2011年に設立、以降年毎にダイナミックに発展し続けている。常に最新設

備の開発・導入に努め、それらを活用し商品を生み出してきた。 

 現在、当社では自前の技術によって開発した20種類の商品を扱っている。注目すべき主要商

品のひとつが、天然のイヌリンを非常に多く含有する（最大76％）サプリメントや乾燥野菜・

果物チップスである。これは糖尿病を患う人々にとって天然のインスリン代替物となりうる。

現在、糖尿病は全世界で非常に大きな問題になっており、患者の年齢も残念ながら若年化して

いる。当社商品はナチュラルな野菜や果物を調理して赤外線乾燥したもので、原料に含まれて

いる人体に必要なすべてのビタミンや微量元素が75～90％まで保たれている。 

当社は製品の製造にあたって化学的添加物、香料、着色料をいっさい使用していない。文字

通りすべて完全にナチュラルだ。ヴィーガンの人々はもちろんのこと、健康食品やヘルシーな

ライフスタイルを愛する人々に向けて我が社の商品は生産されている。当社は国内とCIS諸国

の市場のほか、モルドバ、ルーマニアなど外国での販売にも力を入れている。なお当社は乾燥

設備の開発も行っている。我々は日本の市場にもぜひ進出したいと願っている。今後、日本の

パートナーと協力関係を築いていきたい。 

  

当社製品：サプリメント
 「イヌトップ«INUTOP»」は乾燥させたキクイ
モの球根からつくられた粉末。商標名は、「ア
ヴィケンナ（イブン・シーナー）の宝庫」。

 天然のインスリン代替物
 糖尿病患者の血糖値低下とインスリン依存緩和
に有効

 免疫力強化
 血糖値を低下させる
 腸の働きを改善
 イヌリンとミネラルの源
 毒素と放射性同位体を排出
 痛風治療
 胃炎治療
 血圧亢進時に血圧を正常化
 キクイモ中の最も貴重な成分がイヌリンである
（粉末中の含有量は75％以上）。
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（12）有限責任会社「Lyuks plus servis」 
報告者：バフロム・アフメドフ 対外関係部長 

報告タイトル：「VAKKONI Collection」 

 

 「Lyuks plus servis」はVakkoniブランドのアウター衣料を製造している。当社の所在する

ナマンガン市は人口約300万で、豊富な労働力に恵まれている。当社は民間縫製工場であり、敷

地総面積２ha、床面積は約２万5,000㎡を占める。2013年まではHoffmanとDurkoppの設備で

生産を行ってきたが、同年に抜本的な設備更新を行い、Brisay、Pfaff、Durkopp Adlerといっ

た最新設備を導入した。現在従業員数600人以上、人数は一貫して増加基調にある。年産能力は

スーツ・ブレザー18万5,600着、コート３万600着、ジャンパー３万1,800着、スラックス６万

1,800着、チノパンツ４万1,600着、メンズシャツ24万9,600着、ベスト（ウェストコート）10万

9,200着である。 

 2009年にロシアへの輸出を開始、2012年にはカザフスタン市場に進出した。2016年からはベ

ラルーシ、トルクメニスタン、南アフリカ向け輸出を開始、2018年にキルギス市場に進出、そ

して2019年以降はブルガリアのパートナー企業を通じて欧州市場進出を図っている。管理部門

のスタッフは20名で、ほかマーケティング、販売、経理担当者、創業者、人事部門から当社は

構成される。工場は３つあり、人員数はスーツ部門が330人、ジャンパーおよびパンツ部門が

150人、シャツ・ベスト部門が100人いる。生産においては、５段階品質管理生産方式を採用し、

正確かつ高品質を実現している。 

自社製品を紹介する。スライド２枚目左に示すのは紳士用スーツだ。生地は主にトルコ製や

中国製のものを採用し、生地の番手は300種類以上取り揃えている。コンベアは完全自動化さ

れており、ポケット付けや袖の調整からスチームプレス仕上げまで一貫して行う。その隣の写

真が紳士用ブレザーで、日産700着、生地はトルコ製や中国製のものを使用している。 

スライド３枚目左では紳士用コートを紹介している。日産150着、生地はトルコ製や中国製

を採用、生地の番手は250種類以上ある。ロゴの縫い付けから中綿ライナー成型まで完全自動

化コンベアにて作業を行っている。その隣が紳士用ジャンパーで、日産150着、生地はトルコ製

および中国製、生地番手は250種類以上を取りそろえる。スナップボタン付けからスチームブ

ロー仕上げまで完全自動化コンベア上で行っている。 

 スライド４枚目左にあるのは紳士用スラックスで、日産400着、生地はトルコ製および中国

製を採用している。生地番手は300種類以上で、ファスナー取り付けから両側の個別プレスに

至る工程を完全自動化コンベアにて行っている。その隣にあるのが紳士用チノパンツだ。日産

300着、生地はトルコ製および中国製を採用。生地の番手は250種類あり、ファスナー取り付け

からドライクリーニングに至る工程を完全自動化コンベアにて行っている。 
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スライド５枚目左にて紹介しているのが紳士用シャツだ。日産800着で、生地の番手は500種

類以上。プラケット・襟付け専用装置、エアブローからパッキングまで完全自動コンベア上に

て行っている。その右にあるのが紳士用ベスト（ウェストコート）であり、日産350着、生地の

番手は300種類以上取りそろえる。襟付きダブルブレストタイプや背面ジュエリーベルト付き

など様々なタイプのベストを製造可能だ。 
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（13）合弁有限責任会社「UZ-Segang」 
報告者：ミラボス・マフムドフ 主幹マネージャー 

報告タイトル：「UZ-Segangの物流・輸出センターについて」 

 

 「Uz-Segang」は2018年に韓国のTMS GLOBALとの合弁企業として設立された。当社はウ

ズベキスタン産野菜・果物類の栽培、収穫、販売を行っている。当社設立の発端は、それ以前

のウズベキスタンの農業市場における問題意識からだ。作物の収穫および輸出のための搬出作

業の90％が手作業によるものであった。そして顧客側もきちんと選別された品質の良い農産品

を買い付けることができず苦慮していた。こうした問題に対処すべく、大統領決定に基づき我々

は2018年に韓国側パートナーとともに事業を興した。 

 従来の農産品の取引は次のようなものであった。農産品を買い付けたい人は仲卸業者のとこ

ろに行き、仲卸業者が農家に問い合わせをしていた。仲卸業者は然るべき輸送設備を持ってい

ない。収穫の時期になると、農家が契約した季節労働者の手で作業が行われる。そして収穫物

は粗悪な木箱に入れられ、それから仲卸業者に売られる。当然、買手からは農産品の質が悪い、

梱包が適切でないとう不満が噴出していた。 

我が国農業の問題点を整理すると、①農産品の特性調査（キャリブレーション）がなされて

いない、②適切な選別がなされていない（収穫や選別が手作業により行われてるため）、③梱包

状態が劣悪（大半は木箱による梱包）、④見た目の悪さ、量が少ない等農産品の市場性（マーケ

ッタビリティ）の欠如、⑤稚拙なマーケティングである。こうした問題を念頭に、我々は独自

の生産・販売システムを構築することにした。  

 当社はクラスターを構築している。自社で農地を有し、栽培・収穫は自ら行う。野菜・果物

畑から自社工場へは自社保有のトラックで輸送する。このトラックは2019年に韓国から導入し

たヒュンダイ製で冷蔵設備が搭載されている。そのため収穫した現場から自社工場まで輸送す

る間でも品質を保つことができる。そしてやはり自社で運営しているロジスティクスセンター

にて、顧客からのオーダーに応じて農産品のサイズや等級などを選別処理する。梱包やパレッ

トの種類も顧客の希望に沿って準備する。冷凍処理や果汁加工を行うことも可能だ。 

 スライド３枚目に示している図は、現在建設中の農産物処理複合施設の図であり、2025年ま

でに完工させたいと考えている。現時点で出来上がっているのは5,000ｔ分の農産物処理場、チ

ェリー等の選別設備を備えたストックヤード、そしてオフィスだ。 

 当社では韓国製の特別な選別設備を導入している（スライド４枚目）。SNPシステムと呼ばれ

るもので、重量や色を基準にして農産物の選別を行うものだ。１時間で５ｔ分を処理できる。

この設備を用いることで、桃、プラム、アンズ、トマトの選別が可能だ。 

別の種類の選別設備もある（スライド５枚目）。こちらは色、重量、食味を基準にして、１時
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間に7.5ｔ分を選別することができる。対象の農作物は、リンゴ、ザクロなどだが、中でも需要

が特に大きいのはザクロだ。韓国側がザクロを非常に好むからだ。またスライド６枚目にて示

している設備は、2020年にイタリアのICOELから導入したものだ。色、サイズ、重量を基準に

して選別を行う。１時間に７ｔ分を処理することができる。そのほか、当社には製品の梱包設

備もある。これらの製品は１箱ずつすべてパレット梱包した上で輸出される。 

 スライド７枚目で紹介しているのは豆類の選別設備だ。設備は2020年にトルコ企業のものを

導入した。生産体制はすでに軌道に乗っており、アフガニスタン、パキスタン、インドの企業

と取引を開始した。東アジアにも少しずつ進出していく予定だ。 

 農産品ごとの輸出先および大まかな出荷シーズンをまとめた表をスライド８枚目にて示す。

取扱い品目の主力はチェリー、ザクロ、あんずなどだ。 

当社はウズベキスタン全土の６カ所に支店を持っており、あらゆる品目の農産品を取り扱っ

ている。東アジア諸国との協業実績はすでにあるので、日本とも仕事ができれば嬉しい。 

 

 

  



65 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



66 
 

 

 

 

  



67 
 

（14）有限責任会社「Ideal Tekstil Orzu」 
報告者：エルムロド・アザモフ ビジネス発展戦略パートナー 

報告タイトル：『IDEAL-garments』について 

 

「Ideal Tekstil Orzu」は紳士向け衣料品製造の分野で25年以上事業を行っており、現在６つ

の工場を持っている。従業員総数は1,600人で、敷地総面積は２万2,400㎡、１日に5,000品目以

上を生産する。また自社ブランドショップは約14店舗ある。紳士用フォーマルウェアのほか、

キッズウェアやレディースウェアなど生産品目を広げている最中だ。  

 我が社の生産能力について具体的に述べたい。フォーマルメンズウェアだけでも日産約

1,200点を誇る。ご存知の通り、縫製はきわめて複雑な製造業だ。スライド１枚目に示す通り、

６つの工場がそれぞれ異なる専門工程に特化して生産を行っている。シャツだけを縫製する工

場もあれば、スラックス、チノパン、シューズを専門にするところもある。メイン工場はスー

ツ上下を一日で1,200点縫製する。 

 次に皆様に提案したい協業案について。ナマンガン州ではフォーマルウェアをはじめ様々な

縫製品の生産が行われている。当社は主に原料であるビスコースとコットンを中国、トルコ、

韓国、パキスタン、インドなどから買い付けている。そこで我々が投資家に提案したいのは、

ナマンガン州に原料供給基地、すなわち高品質なビスコースならびに綿生地を製造できる工場

を建設することだ。州内だけで何百という縫製メーカーが存在し衣料品を生産しており、高品

質な縫製品原料に対する需要は非常に高い。 

当社が委託生産によって製品を納めている企業をスライド６枚目にて示す。Crockid（ロシ

ア）、Alessandro Borelli（イタリア）、KOTON（トルコ）、teamdress（ドイツ）、bellasco（カ

ザフスタン）、MAG Jeans（ロシア）などが主なパートナーだ。輸出先はロシア、カザフスタ

ン、ドイツ、ポーランド、イタリア、米国、イスラエル、ベルギーなどが挙げられる。また2020

年はコロナ禍にも拘らず、当社は150万ドル以上の製品を輸出した。 
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※「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 

※「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 

３．ウェビナー参加者アンケート結果 
 

日本・ウズベキスタンビジネスウェビナー 

（2021年２月15日） 

参加者アンケート集計結果 
 

2021年２月 
（一社）ロシアNIS貿易会（ROTOBO） 

 
Ｉ．回答者数 
回答総数22件。 
 
Ⅱ．設問への回答 
１．本ウェビナー全体の評価をお聞かせください。  

 

 
 
 
２．本ウェビナーのプログラム（テーマ設定、報告者の構成等）の評価をお聞かせください。 

 

  

①非常に良かった

32%

（７名）

②良かった

59%

（13名）

③どちらとも言い難い

9%

（２名）

①非常に良かった

27%

（６名）

②良かった

64%

（14名）

③どちらとも言い難い

9%

（２名）
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※「④あまり深まらなかった」、「⑤全く深まらなかった」を選択した回答者はゼロ。 

３．ご視聴になった報告の中で、参考になった・有益であったものを以下よりご選択下さい（複数選択

可）。 

 
 
 
４．上記報告についてご意見、ご感想等あれば自由にご記入ください。  
 ウズベキスタン企業からのプレゼンを大変興味深く視聴させていただきました。 
 いずれのプレゼンからも、ここ数年のウズベキスタンの自由化政策と実施状況、また、将来の

方向性が理解できた。 
 実り多いウェビナーであった。（ウズベク側報告者） 
 各報告者はデータを積極的に公開しており、有用だった。 
 日本側から想像する以上に、同国が「開かれた国」にならんとする強い意志と、またそれに向

けて着々と準備を進める様子を感じることが出来ました。 
 報告者には事前に発表時間を守らせることを徹底してほしい。 
 報告時間が短すぎたことと、接続の問題などで時間が取られたことなどにより、少々タイトな

プログラムだったと思います。 
 
５．本日のウェビナーを視聴して、ウズベキスタンの投資環境や同国との貿易に関する知識は深まりま

したか。 

 
 

1

2

2

1

3

1

8

3

7

9

5

12

7

5

10

0 2 4 6 8 10 12 14

特になし

有限責任会社「Ideal Tekstil Orzu」

合弁有限責任会社「UZ-Segang」

有限責任会社「Lyuks plus servis」

有限責任会社「Livadiya Bukhara」

有限責任会社「Daka Inteks」

ウズベキスタン共和国観光発展国家委員会

ウズベキスタン共和国手工業協会「Hunarmand」

ウズベキスタン繊維・縫製産業協会

ウズベキスタン共和国農業省

「Uztuqimachiliksanoat」（ウズベキスタン繊維産業協会）

ウズベキスタン共和国地質・鉱物資源国家委員会

ウズベキスタン共和国国家資産管理庁

株式会社「Uzeltechsanoat」

ウズベキスタン共和国外国投資誘致庁

①とても深まった

14%

（３名）

②深まった

68%

（15名）

③どちらとも言い難い

18%

（４名）
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６．通訳についての評価をお聞かせください。 

 
 
 

 
 
７．本行事開催をどこで知りましたか？以下から回答を選択してください。 

 
 
 
８．その他ウェビナー全体を通じてのご意見やご感想、あるいは今後の中央アジア関連のイベントに対

するご要望、ご提案がありましたら以下自由にご記入ください。 
 機会があれば、ROTOBOで中央アジア関係に携わっていらっしゃる方のご意見も伺いたいと考

えております。 
 こうしたウェビナーを定期的、且つよりテーマを絞った上で実施してほしい。 
 ウズベキスタンの報告者たちに、もう少し日本側を「その気にさせる」プレゼンをしてもらえ

ると良いと思いました。 
 次回のウェビナーではオイル・ガス、ペトロケミカル、インフラセクターをテーマにしてほし

い。 
（了） 

①非常に良かった

38%

（８名）

②良かった

38%

（８名）

③どちらとも言い難い

5%

（１名）

⑥通訳を聞かなかった

19%

（４名）

0

0

1

0

0

0

2

1

0

18

その他

自社内の案内

ウズベキスタン側からの案内

ロシア東欧学会のウェブサイト

ユーラシア研究所の案内

中小企業基盤整備機構（中小機構）のメルマガ

日本貿易振興機構（ジェトロ）のメルマガ

経済産業省（地方経済産業局）の案内

日本ウズベキスタン投資環境整備ネットワークのウェブサイト

ロシアNIS貿易会の案内（ウェブサイト含む）

0 5 10 15 20

※「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 



 

 

 

 

Ⅱ 
 

特設ウェブサイト・バーチャルミニ展示会 
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Ⅱ．特設ウェブサイト・バーチャルミニ展示会 
 

 

１．特設ウェブサイト 
 

 CAVEXには中央アジア各国の政府機関、組織、企業が参加し、日本企業に向けて商品や投資

プロジェクトのPRを行った。CAVEXを構成するサブ事業のひとつでオンラインプラットフォ

ームとして設置された特設ウェブサイトでは、トップページにてCAVEX事業の概要や参加国を

紹介するとともに、バーチャルミニ展示会への入り口や投資ウェビナーの登録受付を設けた。 

 

特設ウェブサイト：トップページ 
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 また、特設ウェブサイト内には国別ページを作成し、各国についての基礎情報を紹介すると

ともに、各国のCAVEX参加企業・組織・政府機関の情報の掲載、投資ウェビナーやオンライン

商談会（B2B）の参加希望の受付を行った。 

 ウズベキスタンからは縫製や農業、食品加工、電機など計20の企業・団体が参加し、ウェ

ブサイト上で自社商品や共同プロジェクトを日本企業向けにPRした。  

 

特設ウェブサイト：ウズベキスタンページ 
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特設ウェブサイト参加企業一覧：ウズベキスタン 

１  

【組織名】ウズベキスタン繊維産業協会（Uztuqimachiliksanoat）  
【ウェブサイト URL】https://uzts.uz/en/ 
【活動分野】国内約 1,970 社の繊維・縫製・ニット製品メーカーを会員に持つ企業協会。国

産縫製品のブランディングや海外展開、国内縫製工場の近代化に係る投資誘致などに従事。 

２  

【企業名】有限責任会社「Livadiya Bukhara」  
【 Youtube URL】 https://www.youtube.com/channel/UCvxMWkLWRV3xn8Yy3tusohQ 

（ロシア語）  
【事業分野 /主力製品】食品加工用の遠赤外線乾燥機の製造を主軸事業とする。また小売販売

向けに乾燥野菜チップスやドライフルーツ、天然サプリメントの生産も行う。  

３  

【企業名】有限責任会社「Bukhara Cotton Textile」  
【ウェブサイト URL】https://bctdenim.com/ 
【事業分野 /主力製品等】英国との合弁企業。デニム・ジーンズが主力製品。綿花栽培から完

成品まですべてを手掛ける垂直統合型の事業モデルを展開。  

４  

【企業名】有限責任会社「AGRICULTURAL EKSPORTS DEVELOPMENT」  
【ウェブサイト URL】http://agroprominvest.uz/ 
【事業分野 /主力製品等】2020 年５月に創業した、ブハラ州に所在する農産品生産加工企業。

果物・豆類が主力商品。輸出に力を入れており、輸出額はすでに総額 69 万 500 ドルに達す

る。  

５  

【企業名】合弁有限責任会社「UZ-Segang」  
【ウェブサイト URL】https://sunfinite.com/ 
【事業分野 /主力製品等】韓国との合弁企業。フェルガナ州に所在し、果物を中心とした農産

品の生産加工に従事。韓国の最新技術を実装した自社工場・物流センターを構える。  

６  

【企業名】有限責任会社「 Ideal Tekstil Orzu」  
【ウェブサイト URL】https://ideal-garments.uz/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】紳士向け衣料品（ズボン、シャツ、ジャケット、コート、ジャンパ

ーなど）の生産に従事。自社ブランド「 Ideal Garments」を展開。  

７  

【企業名】有限責任会社「Lyuks plus servis」  
【ウェブサイト URL】http://vakkoni.com/index.php?q=en 
【事業分野 /主力製品等】スーツ、ジャケット、シャツ、コート、ジャンパーなど紳士向け衣

料品を生産。自社ブランド「Vakkoni Collection」を展開。  

８  

【企業名】有限責任会社「Daka Inteks」  
【ウェブサイト URL】https://dakatex.ru/en/ 
【事業分野 /主力製品等】ニット製品の生産に従事。綿糸の生産から完成品の梱包まで至るプ

ロセスをすべて自社で内製化。モスクワに在外事務所と倉庫を保有する。  

９  

【組織名】ウズベキスタン電機企業協会（Uzeltechsanoat）  
【ウェブサイト URL】https://uzeltech.uz/en/ 
【事業分野】国内約 90 の電機メーカーが加入する企業協会。会員企業は主に家電製品、ケ

ーブル・導体製品、動力製品の３部門に分けられ、協会はそれらの発展に係る戦略立案や投

資誘致に従事。  

10 

【組織名】ウズベキスタン共和国国家資産管理庁  
【ウェブサイト URL】https://davaktiv.uz/en 
【事業分野】国家資産の効率的な管理に係る政策の実行機関。国有企業の民営化を図るべく、

政府保有株の民間放出を推進。  

11 

【企業名】有限責任会社「Great Rich」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】ニット製品、婦人向けパジャマ、肌着、子供向けスポーツシャツ、

おむつなどを生産。製品は 100％綿および竹布を素材とする。  

https://uzts.uz/en/
https://www.youtube.com/channel/UCvxMWkLWRV3xn8Yy3tusohQ
https://bctdenim.com/
http://agroprominvest.uz/
https://sunfinite.com/
https://ideal-garments.uz/
http://vakkoni.com/index.php?q=en
https://dakatex.ru/en/
https://uzeltech.uz/en/
https://davaktiv.uz/en
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12 

【企業名】有限責任会社「Aziya Fruits Garden」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】ブハラ州に所在し、農産品・ドライフルーツの生産加工に従事。主

な輸出先はロシアなど。  

13 

【企業名】有限責任会社「Art Soft Holding」  
【ウェブサイト URL】http://www.artsofttex.uz/ 
【事業分野 /主力製品等】ナマンガン州初となるタオル製品メーカー。地場産の綿 100％を使

用した紡績糸、タオル、ガウンなどを生産。  

14 

【企業名】有限責任会社「Nafis Tex Group」  
【ウェブサイト URL】http://nafistex.uz/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】ナマンガン州に所在する衣料品メーカー。紳士・婦人・子供向けニ

ット製品の生産に従事。自社製品のうち 90％を輸出に供する。  

15 

【企業名】有限責任会社「Asror tekstil sanoat」  
【ウェブサイト URL】https://dmaretti.com/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】ナマンガン州所在の紳士服メーカー。自社ブランド「D.Maretti」の

もと、スーツ、シャツ、コート、ウインドブレーカーなどを生産。CIS 諸国をメインに製品

を輸出。  

16 

【企業名】有限責任会社「Agro Eksim Gold」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】カラカルパクスタン自治共和国に所在する農産品生産企業。主力は

トマトで、3.6 ヘクタールの専用温室栽培施設を保有する。  

17 

【企業名】有限責任会社「Sardoba Tekstil」  
【ウェブサイト URL】http://sardobatextile.uz/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】縫製品・ニット製品の生産に従事。主力製品は作業服・防護服だ

が、シャツや肌着、キャップなども生産。モスクワに駐在事務所を構え、輸出は現状すべて

ロシアへ行う。  

18 

【企業名】合弁有限責任会社「Sarbonteks」  
【ウェブサイト URL】http://sarbonteks.uz/ 
【事業分野 /主力製品等】英国との合弁企業。包帯、手術用被布、脱脂綿、ロールガーゼ、カ

ットガーゼなど医療用被覆材の生産に従事。2018 年より自社製品の輸出を開始。  

19 

【企業名】有限責任会社「Yaskanamu Future」  
【ウェブサイト URL】http://www.yaskanamu.com/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】ニット製品を主力とする縫製企業。自社ブランド「YSK」のもと、

100％綿花素材のトレーナーやシャツなど衣料品を国内で展開。  

20 

【企業名】有限責任会社「CRAFERS」  
【ウェブサイト URL】http://crafers.uz/en/ 
【事業分野 /主力製品等】中央アジア有数の製菓メーカー。チョコレート菓子、ビスケット、

ワッフルなどを主軸とし、国内および CIS 諸国に多数の直営店「Sweet House」を展開。  

 

 

２．バーチャルミニ展示会 
 

 2021年２月15日（月）からはバーチャルミニ展示会を開催した。バーチャル空間に設けられ

た展示会の受付ではロボットが来場者を出迎え、会場には（タジキスタンを除く）各国のナシ

ョナルブースと特設ステージが設置された。 

http://www.artsofttex.uz/
http://nafistex.uz/
https://dmaretti.com/
http://sardobatextile.uz/
http://sarbonteks.uz/
http://www.yaskanamu.com/
http://crafers.uz/en/
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 国旗をモチーフとした国別カラー（カザフスタン：水色、ウズベキスタン：黄緑、キルギス：

赤、トルクメニスタン：深緑）や民族的文様で飾られたナショナルブースでは各国のガイドが

出迎え、実際の展示会らしさを演出した。ブース内には、オンライン商談会（B2B）の候補と

なる企業・組織・政府機関のポスターが10点ずつ掲出され、ポスターをクリックすると製品や

プロジェクトを紹介するカードや動画を閲覧できる仕掛けとした。また、ブース内中央にはス

クリーンを設置、訪問者は国や企業の紹介動画を視聴できるようにした。他にもそれぞれのブ

ース内でオンライン商談会（B2B）の希望や国・企業に対する問い合わせの受付、また各国の

一般情報や経済状況、産業特性などの理解に資するべく訪問者向けにQ&A（よくある質問コー

ナー）といった機能を設けた。 

 展示会場の一番奥に設置された特設ステージでは、（タジキスタンを含む）各国のPR動画や

投資ウェビナーの記録が公開された。 

 ウズベキスタンからは①ウズベキスタン縫製産業協会、②有限責任会社「Livadiya Bukhara」、

③有限責任会社「Bukhara Cotton Textile」、④有限責任会社「AGRICULTURAL EKSPORTS 

DEVELOPMENT」、⑤合弁有限責任会社「UZ-Segang」、⑥有限責任会社「Ideal Tekstil Orzu」、

⑦有限責任会社「Lyuks plus servis」、⑧有限責任会社「Daka Inteks」、⑨ウズベキスタン電

機企業協会、⑩ウズベキスタン共和国国家資産管理庁がバーチャル展示会に参加した。 

 

 

バーチャルミニ展示会会場  
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バーチャルミニ展示会：受付  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
バーチャルミニ展示会：特設ステージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

バーチャルミニ展示会：ウズベキスタンブース(正面)  
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バーチャルミニ展示会：ウズベキスタンブース(ブース内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

バーチャルミニ展示会：ウズベキスタンブース(Ｑ＆Ａ) 
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バーチャルミニ展示会：ウズベキスタンブース(企業情報) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バーチャルミニ展示会：ウズベキスタンブース(ＰＲ動画) 
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現地報道 
 

中央アジア・バーチャルEXPO・バーチャルミニ展示会開幕 

2021年２月15日（ウズベキスタン共和国商工会議所プレスリリース）  

 

【報道主旨】本日よりバーチャルミニ展示会が開幕。開幕日である２月15日はウズベキスタン

のナショナルデイとなっており、我が国の投資・輸出ポテンシャルを日本の実業界に紹介する

ビジネスウェビナーが開催された。ウェビナーにはイクラモフ会頭や佐々木日ウ経済委員会会

長ほか、我が国の投資・貿易関連省庁や民間企業が登壇。CAVEXを通じてウズベキスタンと日

本のビジネス関係拡大が期待される。 

 
（出所）ウズベキスタン共和国商工会議所 (https://chamber.uz/uz/news/7282)  

https://chamber.uz/uz/news/7282
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ROTOBOがバーチャルミニ展示会「CAVEX」を開催 

2021年２月16日（ニュースチャンネル『OʻZBEKISTON 24』） 

 

【報道主旨】ROTOBOが主催するCAVEXにおいて、２月15日よりバーチャルミニ展示会が開

幕した。展示会にはウズベキスタンのほか、カザフスタン、トルクメニスタン、キルギスの企

業・組織が参加し、日本の投資家やビジネスマンへ自国の製品やプロジェクトについて紹介し

た。15日には日本・ウズベキスタンビジネスウェビナーが実施され、我が国の繊維、観光、手

工業、農業、鉱業などの分野における投資・輸出ポテンシャルが日本のオーディエンスへ提示

された。 
 
 
 

 

 
 

（出所）ウズベキスタン国営テレビ・ラジオ公社Youtubeチャンネル  
(https://www.youtube.com/watch?v=j_etHZYMgpQ) 

  

https://www.youtube.com/watch?v=j_etHZYMgpQ
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CAVEX展―ウズベキスタン・日本の貿易・投資関係拡大の起爆剤に― 

2021年２月16日（Dunyo通信） 

 

【報道主旨】CAVEXではウズベキスタンをはじめ中央アジア諸国の投資・輸出ポテンシャルが

紹介されている。２月15日はウズベキスタンのナショナルデイで日ウビジネスウェビナーが開

催、イクラモフ商工会会頭や佐々木日ウ経済委員会会長が来賓挨拶を行ったほか、省庁・企業

の代表者がプレゼンをした。 

 

 
 

 
 

（出所）Dunyo通信

(https://dunyo.info/ru/site/inner?slug=vistavka_caveh_%E2%80%93_bolyshie_vozmozhnosti_stim
ulirovaniya_torgovli_i_investitsiy_mezhdu_uzbekistanom_i_yaponiey-5Gl) 

  

https://dunyo.info/ru/site/inner?slug=vistavka_caveh_%E2%80%93_bolyshie_vozmozhnosti_stimulirovaniya_torgovli_i_investitsiy_mezhdu_uzbekistanom_i_yaponiey-5Gl
https://dunyo.info/ru/site/inner?slug=vistavka_caveh_%E2%80%93_bolyshie_vozmozhnosti_stimulirovaniya_torgovli_i_investitsiy_mezhdu_uzbekistanom_i_yaponiey-5Gl
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２月15日-19日にかけてバーチャルミニ展示会各国ナショナルウィーク開催 

2021年２月12日（ウズベキスタン繊維産業協会プレスリリース） 

 

【概要】本展示会の目的は、コロナ禍に端を発する世界的経済危機下でもウズベキスタン・日

本間の貿易投資協力を拡大させることである。繊維、食品、電機といった分野の企業・組織が

本展示会に参加、日本の実業界への自国製品やプロジェクトのPRを図る。 
 
 
 
 

 
 

（出所）ウズベキスタン繊維産業協会プレスリリース(https://uzts.uz/uz/2o2-yil-5-9-fevral-kunlari-
yaponiyada-saveh-markaziy-osiyo-virtual-k%D1%9Ergazmasi-b%D1%9Elib-%D1%9Etadi/) 

 

https://uzts.uz/uz/2o2-yil-5-9-fevral-kunlari-yaponiyada-saveh-markaziy-osiyo-virtual-k%D1%9Ergazmasi-b%D1%9Elib-%D1%9Etadi/
https://uzts.uz/uz/2o2-yil-5-9-fevral-kunlari-yaponiyada-saveh-markaziy-osiyo-virtual-k%D1%9Ergazmasi-b%D1%9Elib-%D1%9Etadi/


 

 

 

 

Ⅲ 
 

付属資料 
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ウズベキスタン共和国概要 

 

(一社)ロシアNIS貿易会 

2020年12月現在 

 

１．基本情報  

（１）地勢：旧ソ連中央アジアの中央部に位置し、北部および西部

国境をカザフスタン、南にトルクメニスタンとアフガ

ニスタン、東にタジキスタン、キルギスと国境を接す

る。 

（２）面積：44万7,400km2（日本の約1.2倍） 

（３）人口：3,390万人（2020年） 

（４）首都：タシケント市 

（５）民族：ウズベク系（84.3％）、タジク系（4.8％）、カ

ザフ系（2.4％）、 カラカルパク系（2.2％）、

ロシア系（2.1％） 

（６）言語：公用語はウズベク語。またロシア語も広く話さ

れている。 

（７）宗教：イスラム教（主にスンニ派） 

 

２．政治情勢  

（１）略史 

現在のウズベキスタンの領域にはサマルカンド、ブハラ、ヒヴァ、コーカンドなど、

古来、東西交易の要衝として栄えた都市が数多く存在する。19世紀後半、同地域を支配

下に置いたロシア帝国はタシケントにトルキスタン総督府を設立、綿花栽培を中心と

する植民地経営を行った。革命後の1924年、ソ連中央が行った中央アジア民族境界画定

によりウズベク・ソヴィエト社会主義共和国が連邦構成共和国として設立された。1980

年代後半に始まるソ連解体の過程の中でウズベキスタンは1990年６月に共和国主権宣

言、翌1991年、モスクワのクーデター未遂事件直後の８月31日に独立宣言を行い、国名

を現行のものに改めた。1991年末のソ連崩壊を経て実質的な独立国となる。 

（２）独立後 

初代大統領のカリモフ大統領は、1991年の独立以来25年間、強力な指導力を持って政

治・経済両面にわたりCIS諸国では異例の安定した強力な国家の指導体制を率いた。

2016年９月カリモフ初代大統領の急逝後、2016年12月に大統領選挙が行われ，ミルジヨ

エフ大統領が誕生した。現在、同大統領は政治，経済，社会，外交等の幅広い分野で改

革路線を打ち出している。  
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（３）大統領 

シャフカット・ミルジヨエフ大統領（MIRZIYOYEV, Shavkat Miromonovich）：1957年

７月生（63歳）。1981年タシケント灌漑・エンジニアリング・農業大学卒業。1981年か

らタシケント灌漑・エンジニアリング・農業大学で勤務。研究員、教員、学部長などを

歴任。コムソモール機関、党組織に勤務。1990～1996年タシケント灌漑・エンジニアリ

ング・農業大学副学長。1990～1999年ウズベキスタン共和国最高会議代議員。1996～

2001年９月ウズベキスタン共和国ジザク州知事（ホキム）（2000年１月再任）。1999～

2004年代議員。2001年９月～2003年12月ウズベキスタン共和国サマルカンド州知事（ホ

キム）。2003年12月～2016年12月（国の農業重視政策により）首相（2005年１月上下両

院で承認されて再任。2010年１月下院で再任を承認。2015年１月下院で再任を承認）。

2016年９～12月ウズベキスタン大統領代行。2016年12月４日の大統領選挙で勝利。2016

年12月14日大統領就任。 

 

３．経済状況 

（１）経済水準 

 （イ）GNI（2019年）：670億3,960万ドル 

 （ロ）国民１人当たりGNI（2019年）：1,800ドル 

（２）主要産業・輸出品 

（イ）主要産業：綿繊維産業、食料加工、機械製作、金、石油、天然ガス 

（ロ）主要輸出品：石油・ガス・石油製品、サービス、綿繊維、食料品、鉄・非鉄金属 

（ハ）主要輸入品：機械・設備、化学製品、食料品、鉄・非鉄金属、石油製品 

（３）経済指標（前年比増減率、％）  

 

 （出所）ウズベキスタン統計国家委員会。 

 

４．対外関係 

（１）貿易 

 （イ）貿易額  

   輸出（2019年）：174億5,870万ドル 

   輸入（2019年）：242億9,230万ドル 

 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

実質GDP増減率（前年同期比、％） 7.4 7.6 7.2 7.4 6.1 4.5 5.4 5.6

鉱工業生産増減率（前年同期比、％） 7.8 9.5 8.3 7.9 6.2 8.0 16.6 6.6

農業生産増減率（前年同期比、％） 7.2 6.6 6.3 6.1 6.3 1.0 0.2 2.7

投資増減率（前年同期比、％） 10.6 11.3 9.8 9.4 4.1 19.4 29.9 33.9

商品小売販売高増減率（前年同期比、％） 13.9 13.3 13.3 15.3 14.4 1.9 6.5 9.1

消費者物価指数（期末前年12月比増減率、％） 7.0 6.8 6.1 5.6 5.7 14.4 14.3 15.2
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 （ロ）主要貿易国（2019年） 

   輸出：①中国、②ロシア、③カザフスタン、④トルコ、⑤キルギス 

   輸入：①中国、②ロシア、③韓国、④カザフスタン、⑤トルコ   

（２）日本との関係  

（イ）日本は第１位（2015年）の援助支援国。2016年までの日本の累計援助額は、有償資金

協力2,766億3,000万円、無償資金協力250憶200万円、技術協力実績191憶4,200万円。

2019年12月にミルジヨエフ大統領が就任後初めて日本を訪日した際には、安倍元総

理大臣との首脳会談にてナヴォイ火力発電所近代化計画（フェーズ２）をはじめと

した1,800億円超の円借款３案件が決定された。 

 （ロ）日本との貿易  

   日本の輸出（2019年）：1億8,701万ドル（輸送用機器、繊維機械、電気機器等） 

   日本の輸入（2019年）：464万ドル（織物用、非鉄金属等） 

 （ハ）在留邦人数（2019年10月現在）：138人   

 

 

（以上） 




